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【禁忌・禁止】 　6）　洗浄水の排出を止めるには、イリゲーションスイッチから指を離す。

<併用医療機器>

　当社指定のオプトイリゲーター及びオプトイリゲーター用チューブとの 2.　使用方法に関連する使用上の注意

　組み合わせ以外で使用しないこと[相互作用の項参照] 　1）　使用中に異常が発生した場合は使用を中止すること。

　2）　吸引管は曲げると内腔が変形し、閉塞するおそれがある。　

【形状・構造及び原理等】

1.　形状 3.　組み合わせて使用する医療機器

　　本品は、形状・構造等の違いにより、1本出し、2本出し、下垂体用が 　本品は、「販売名　：　オプトイリゲーター　届出番号　：　27B1X000

　　あり、それぞれイリゲーションスイッチタイプとイリゲーションセンサー   24000256」及び「「販売名　：　オプトイリゲーターⅡ　届出番号　：

　　ガイドタイプがある。 　22B3X10001000016」及び「販売名　：　オプトイリゲーター用チューブ

　届出番号　 ：　27B1X00051000019」と併用して使用する。

【使用上の注意】
1.　重要な基本的注意

　　本品をクロイツフェルト・ヤコブ病（CJD)患者、又はその疑いのある　　

　　患者に使用した場合は、クロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）に関する

　　国内規制及びガイドライン等を遵守すること。

2.　相互作用

　　併用禁忌（併用しないこと）

　　医療機器の名称等

　　　　当社指定以外のオプトイリゲーター及びオプトイリゲーター用

2.　原材料　　　真鍮　ステンレス　洋白　銀 　　　　チューブ

　　　　　　　　　　クロームメッキ 　　臨床症状・措置方法

　　　　機器に重要な損傷を与え、患者又は術者に重篤な障害をもたらす

3.　原理 　　　　危険性がある。

　　本品は、オプトイリゲーター及びオプトイリゲーター用チューブに接続 　　機序・危険因子

　　する。本品のイリゲーションスイッチを押すとオプトイリゲーターのローラー 　　　　本品との併用に関する安全性が確認されていない。

　　ポンプが作動し、チューブ内の洗浄水が加圧され洗浄管先端部から

　　排出される。イリゲーションスイッチを押すことをやめると排出されない。 3.　その他の注意

　　また、吸引配管（又は電動式吸引器）に接続して吸引するとき、吸引圧 　1）　本品を取り外すときは、必ずオプトイリゲーターのスタンバイスイッチを

　　調整溝の塞ぎ具合で吸引圧を調節することができる。 　　　OFFにすること　[洗浄水が流れ出るおそれがある]

　2）　イリゲーションスイッチを押していないとき、本品先端から水漏れが

【使用目的又は効果】 　　　ないことを確認する。

　　手術又は治療時に吸引器具に接続し、吸引を調節する器具をいう。 　3）　吸引管内に異物が付着すること等により管内が塞がり十分に機能

　　本品は汎用吸引チップで、再使用可能である。 　　　しない場合、付属のマンドリンを用いて異物等を除去すること。

【使用方法等】 【保管方法及び有効期間等】

1.　使用方法 使用期間　　

　1）　使用前に必ず洗浄し、滅菌する。134°C/5分間の高圧蒸気滅菌 　　1本出し　：　1年 [自己認証（当社データ）による]

　　　条件を推奨する。 　　2本出し　：　3年 [自己認証（当社データ）による]

　2）　本品のチューブ接続部にオプトイリゲーター用チューブ（3本一体型）

　　　を接続する。 【保守・点検に係る事項】

　3）　オプトイリゲーター用チューブを介してオプトイリゲーター、生理食塩水 1.  洗浄・消毒、滅菌

　　　ボトル及び適切な吸引配管（又は電動式吸引器）に接続する。 　1）　汚れが乾燥し落ちにくくなるのを防ぐため、付着した血液・体液・

　4）　吸引配管（又は電動式吸引器）の吸引圧力を-400mbar程度に設定 　　　組織・薬品等は直ちに洗浄する。

　　　する。 　2）　汚染除去に用いる洗剤は、洗浄方法に適したものを選択し、その

　5）　イリゲーションスイッチを押して洗浄管より洗浄を行い、吸引圧調整溝 　　　適正濃度と取扱い方法を守る。中性洗剤を推奨する。

　　　の塞ぎ具合で吸引圧を調節し、先端部分より血液等を吸引する。

裏面に続く

　一般医療機器　　再使用可能な汎用吸引チップ  38749000

　　　　　　　                        オプトイリゲーター用吸引シカン

　機械器具　（32）　　　医療用吸引器



裏面

　3）　超音波洗浄装置・ウォッシャーディスインフェクター等の洗浄装置で

　　　洗浄する場合、汚れが落ちやすい状態でバスケット等に収納して

　　　処理する。

　4）　金属タワシ、クレンザー（磨き粉）等は、器具表面を損傷するので

　　　使用を避ける

　5）　仕上げすすぎには、精製水・脱イオン水・濾過水等の使用を

　　　推奨する。

　6）　洗浄後は、腐食防止のために直ちに乾燥する。

2.　点検

　　滅菌前、使用前に汚れ・破損等を点検する。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者　：　株式会社ナミキ・メディカルインストゥルメンツ

　　　　　　　　   　　〒132-0035　東京都江戸川区平井7-14-11

　　　　　　　       　TEL03-3610-0375  

販売業者　　　　：　村中医療器株式会社


